
令和２年１１月１９日 

大阪急性期・総合医療センター 

 

 

新型コロナウイルス感染職員の発生について 

 

 

今般、当センターに勤務する職員が新型コロナウイルスに感染したことが判明しました。 

皆様にはご心配をおかけいたしますが、感染拡大防止に全力で努めておりますので、ご理解の

ほどをよろしくお願い申し上げます。 

 

 

１ 勤務する職員の概要 

   医師 ２０歳代 男性 

 

２ 経過、症状 

  11月15日（日） 出勤あり。 

11月16日（月） 出勤あり。 

11月17日（火）  出勤あり。夜から喉の違和感、倦怠感あり。 

11月18日（水） 出勤なし。朝から発熱、咳、頭痛などあり。PCR検査実施、陽性判明。 

11月19日（木） 自宅療養中（療養先調整中）。 

 

３ 接触者 

   現在、保健福祉センターにおいて調査中ですが、医師４名を濃厚接触者と判断し、健康観

察のため接触があった日以降14日間自宅待機としています。なお、濃厚接触者に該当する患

者様はおられません。 

 

４ 感染拡大防止策 

当該医師の勤務する診療科においては、日頃から頻回に次亜塩素酸系消毒薬で消毒清掃を

行い、感染拡大防止策を講じています。今般の感染判明を受けて、改めて当該診療科及び当

該医師の利用した可能性のある場所について消毒清掃を行いました。 

 

５ 今後の診療体制 

入院・外来診療については、引き続き感染防止対策を実施の上、通常通り行います。 

 


